



































































gat & Black, 1999）に対して、メタアナリシスに基づけば平均的には業績を向上させる
（Wagner, Stimpert, & Fubar, 1998）などの異なる分析結果が示されている。CEO と取締役
会議長の兼任と企業業績の関係については、企業内外の状況との適合性に依存するとの分析





価値を向上させるという分析結果（Gompers & Metrick, 2001）に対して、有意な関係はな
いとする分析結果（Sundaramurthy et al., 2005）が示されている。大口の株式保有と企業
業績の間にも有意な関係は見出されていない（Thomsen, Pedersen, & Kvist, 2006）。役員報
酬については、企業価値を向上させるという分析結果（Mehran, 1995）が示される一方で、
後述するような企業不正の要因となり企業に悪影響を与える可能性も示されている（Denis, 

































した。まず、学術文献データベース Web of Science により、カテゴリ MANAGEMENT /
BUSINES FINANCE/ BUSINESS において Impact Factor が上位 50 位内のジャーナルを
対象とした上で、1900 年から 2018 年 9 月までに同誌に掲載された論文のうち、タイトル・












































　先行研究の研究目的として主なものは、エージェンシー理論（Jensen & Meckling, 1976; 












されている論文は Beasley（1996）である。Beasley（1996）は 1980 年から 1991 年の






　Dechow, Sloan, & Sweeney（1996）は、1982 年から 1992 年の AAER から、監査に関す
る課徴などを除いた 92 件を対象として、総資産や産業、期間により、対象となっていない
企業をマッチングした分析を行った。不正が発生した最初の年度を対象とした分析の結果、








　アメリカ以外を対象とする分析として、Chen, Firth, Gao, & Rui（2006）は中国の上場企











いる。Ferris, Jagannathan, & Pritchard（2003）は、取締役の Busyness 仮説（取締役が複
数の企業の役員を兼任することにより多忙になり、ガバナンスの効果が減少するという仮





仮説（Gervais, Heaton, & Odean, 2007）に対して、経営者の過信がもたらす財務報告の問
題について分析した。1992 年から 2004 年の間にハイテク産業において AAER の起訴の対
象となった企業 92 社に対するロジスティック回帰分析の結果、経営者の過信は財務報告の
問題を増加させることを示した。同様に 1989 年から 2001 年の全産業の分析においても同
様の結果を得ている。
　Cumming et al.（2015）は、取締役のジェンダーの多様性と不正会計に関する分析を行っ



























　Geiger & North（2006）は、不正な財務報告と CFO の関係を分析する目的で、利益調整
と新たに任命された CFO に関する分析を行った。1994 年から 2000 年の間に CFO を新た





























るインセンティブについての分析を行った。1987 年から 1993 年における AAER および報
道から GAAP 違反の企業 64 社を選定し、非違反企業をマッチングしたプロビット回帰分析
を行い、資金調達コストの削減については動機となる証拠は得られないが、経営者は高い株
価で株式を売却して利益を得ていることを示した。
　Erickson, Hanlon, & Maydew（2006）は、経営幹部の株式インセンティブと不正会計の関












付ロジスティック回帰分析を用いた分析を行った。1992 年から 2005 年の間に不正が行わ
れた企業 87 社を対象として、非不正企業とマッチングした分析の結果、無制限の株式イン
センティブは不正会計の可能性を高めることを示した。































　Jones, Krishnan, & Melendrez（2008）は、利益調整の 10 のモデルと不正会計に関する実
証分析を行った。AAER 事案 118 社を対象としたロジットモデル分析の結果、利益調整モ








AAER を用いた分析が行われている（Beasley, 1996; McMullen, 1996）。AAER を分析の対
象として用いることについて、先行研究が指摘する点としては、執行対象となる案件は重要
な事例であり、件数が限られるため統計的な有意性が弱くなること（Armstrong et al., 
2010）、AAER は不正会計のみを対象として行われるものではなく、贈収賄などの事例も含




& Pittman, 2010）。また、AAER の件数を補うために Wall Street Journal などの記事検索
を用いる分析（Schnatterly, 2003）や、対象期間を拡大すること（Lennox & Pittman, 2010; 





る問題（Armstrong et al., 2010）やバイアスが生じる問題（Johnson et al., 2009）が指摘さ
れている。
　こうした問題点に対応するため、近年ではマッチングによる無条件ロジスティック回帰分
析（Erickson et al., 2006）ではなく、傾向スコアマッチング（Armstrong et al., 2010）や
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AAER の中で不正会計に関連しない事例を除く取り組みは行われている（Lennox & Pitt-
man, 2010）。しかし、先行研究では不正事例について、さらに細分化した分析、例えば不正
の実施主体や手法に着目した分析は十分に行われていないといえる（Beasley, 1996; Dunn, 








内部出身者に比べて有していないという特性を有している（Hillman, Cannella, & Paetzold, 
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2000; Daily, Dalton, & Cannella, 2003）。また、同じ取締役であっても特定の分野に専門性
を有する場合や経歴、職位の違いなど様々なバックグラウンドを有している。先行研究では、
こうしたガバナンス主体の特性を考慮した分析が十分に行われていないといえる（McMul-





ガバナンス主体に注目した分析を行っている（Dechow et al., 1996; Lennox & Pittman, 


























　先行研究は主に取締役や議長などの Actor に注目した分析を行ってきた（Beasley, 1996; 

























2010）としての企業理念（Collins & Porras, 1994; Ghoshal, 2005）が、リーダーシップや
企業業績に及ぼす影響に関する分析が行われているが（Denison & Mishra, 1989; Bart, 
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